
Exploring stellar magnetic activities with Bayesian inference (博士論文)

近年丬 乇型星において最大級の太陽フレアの丱丰倍から丱丰丰丰丰倍ものエネルギーを持つスーパーフ

レアが報告されており丨乍乡乥乨乡乲乡 乥乴 乡乬丮 串丰丱串丩丬星表面にある巨大な黒点によって引き起こされてい

る丨乏乫乡乭乯乴乯 乥乴 乡乬丮 串丰串丱など丩丮 太陽でもスーパーフレアが起こる可能性を調べるには丬それらの巨大黒

点の性質丨配置や大きさ丩を調べることが必至である丮そのため丬私はケプラー宇宙望遠鏡やトランジット

系外惑星探査衛星乔久乓乓の可視測光観測データから丬星表面にある複数の黒点のパラメータ丨位置丬 大き

さ丬 時間変化率など丩の同時推定と黒点の個数の評価を可能にするようなコードを実装し丬パラメータの

相関や縮退丬正しい個数が選択されるかなどを人工観測データで性能を評価した丨义乫乵乴乡 乥乴 乡乬丮 串丰串丰丩丮ま

た丬そのコードを京都大学せいめい望遠鏡などで分光モニタ観測がされている乍型フレア星乙乚 乃乍乩な

ど丳天体の乔久乓乓の測光観測データに適用し丬得られた黒点の配置がフレアとおよそ無相関であることな

どを示した丨义乫乵乴乡 乥乴 乡乬丮 串丰串丱丬 乩乮 买乲乥买丮丩丮

図丱丮 乙乚 乃乍乩の乔久乓乓データを黒点丱丬 串個で推定した丨义乫乵乴乡 乥乴 乡乬丮 串丰串丱丬 乩乮 买乲乥买丮丩丮
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